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モデルロケット製作テキスト 
 

モデルロケットの作り方 
 
モデルロケットは安全のため金属を使うことを禁止されています。紙・木・プラスチッ

クは OK です。今回は紙を使って作ります。 
 

 
ボディには上質紙を、フィンとノーズコーンはケント紙をそれぞれつかいます。下の図

で、モデルロケットがどんなパーツから出来ているか、そのパーツの名前も見てみましょ

う。(今回はエンジンストッパーは使いません) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
部品とその材料を確認 

部品名 材料 数量 
ノーズコーン ケント紙  １ 
ジョイント ケント紙 １ 
ボディチューブ A４上質紙 １ 
フィン ケント紙 ３ 
ランチラグパイプ ストロー ５cm(内径３mm 以上) 
ショックコードマウント A４上質紙 １枚 
ショックコード 手芸用平ゴム ３０cm 
ストリーマー ビニールひも ３０cm 
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①道具の確認 
使う道具を確認。 

・ スティックのり 

・ １８mm の芯棒（ボディチューブ作成用。燃焼後のエンジン５本をセロテープでつなぐ 

あるいは水道用の塩ビパイプ） 

・ はさみ 

・ ボールペン 

・ セロハンテープ 

・ 30cm 定規 

 
 
それでは、実際に作ってみましょう。分からない所があったら先生に聞いてみてください。 
 
①ボディチューブを作る。 
まず右の図のように上質紙を芯棒に巻きつけます。

巻きつける前に、机のはじで紙をしごくと巻きやすく

なります。一周半くらい巻いて、残りの部分にはステ

ィックのりを塗って接着します。接着が乾いたら心棒

を抜きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



3 
 

②フィンを作る。 
紙の目の方向に注意して、ケント紙からフィンを三枚切り取り、山折り・谷折りを確認

して折ります。そして接着します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
③フィンをボディチューブに取り付ける。 
 まずはガイドの上にボディチュー

ブをのせ、120 度ごとにフィンを付け

るための印をつけましょう。その後、

印どおりにフィンを取り付けて下さ

い。また、取り付ける位置はボディ

チューブの端から 1cm 程度離してく

ださい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ノーズコーンを作る。 
ケント紙からノーズコーンを切り出します。形を整えやすくするため、机のはしでしご

いて丸みをつけて下さい。その後、太さを定めてから、端を接着しましょう。 
 
⑤ジョイントを作る。 
 ジョイントをケント紙から、紙の目に気をつけながら、切

り取り、机のはしで丸みをつけます。次にボディチューブの

大きさに太さを合わせて、接着します。ジョイントの頭に少

し山形の切れ込みを入れるとしっかりとノーズコーンと接
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着することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ジョイントとノーズコーンをくっつける。 
 右の図の通りに、ノーズコーンの少し内側にジョイントを接着して

ください。 
 
 
⑦ストリーマーを作る。 
 ビニールひもを約 30cm の長さに切り、ストローをテープの幅に切ります。ビニールひも

の先端にストローをテープで固定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ビニールテープ ストロー 

切れ込み 
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⑨ランチラグパイプ（ストロー）を本体に接着する。 
 ストローを後ろから 10cm 離して、フィンと重ならないように接着して下さい。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
⑨ジョイントとボディーチューブをショックコードでつなぐ。 
 手芸用平ゴムを約 30cm の長さに切り、両端をショックコードマウント（上質紙）に接着

する。ショックコードマウントは図のようにそれぞれジョイントとボディーマウントに接

着する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ランチラグパイプ 10cm 

1cm 
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⑩ショックコードにストリーマーを巻きつける。 
 ストリーマーがからまないように伸ばしてから、下の図のように、ショックコードに巻

きます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上でロケットは完成です。空は青いので白いロケットのままだと打上げた時に見えなく

なってしまいます。そこで、空でも目立つように好きなように色を塗って、オリジナルの

モデルロケットに仕上げましょう。 
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モデルロケット打ち上げまでの流れ 

 
（１）ランチャー（発射台）組み立て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
補足 

  針金ハンガーは特別必要ありません。 
  セーフティキーをコントローラーに差し込まないとスイッチを押しても作動しません。 
 
（２）エンジン取り付け 

   ①エンジンをモデルロケット後部に差し込み、上からテープで止める。 
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（３）リカバリーワディングの入れ方 

   ・リカバリーワディングは不燃紙のことでエンジンの上にセットします。パラシュ

ートがエンジンの熱で溶けないようにするためのものです。 
    

①リカバリーワディング１枚を手の中で軽く丸め、ボディからショックコードを全

部引き出し、ボディの中へワディングのボールを全部そっと入れます。 
決して指で無理に入れようとしないで下さい。ボールの広がろうとする力がボデ

ィチューブの内側をそっと押す程度にするのがポイントです。 
   ②ボールが全部入ったら、ボディチューブの先端に口をあて、息でボールを奥へ吹

き込みます。 
（５）イグナイター（点火器具）の取り付け 

   ①イグナイターの先端の黒くなっている部分をエンジンノズルの中心口奥まで差し

込みます。あまり、強く押すと、発火薬が破損したり、イグナイターの脚線が曲

がってしまいプラスとマイナスが接触し、ショートする可能性があります。 
   ②奥まで差し込んだら、エンジンにそって脚線を直角に折り曲げ、イグナイターキ

ャップをエンジンノズルに入れ、固定します。脚線の先は少し広げ、Ｗの形に曲

げると、発射台にセットした時にマイクロクリップが取り付け易くなります。 
 補足 
  脚線部分はストローの位置と正反対のところに位置するようセットします。 
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（６）モデルロケットの発射台へのセット 

   ①ストローを金属棒に通しセーフティキーをランチロッド先端に取り付ける。 
   ②クリップをイグナイターの脚線に取り付ける。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（７）カウントダウン 

   ①発射コントローラーを持ち、セーフティキーを差し込みます。 
   ②点火者は発射台から５ｍ、見学者は２０ｍ以上離れます。 
   ③点火者は上空確認と周囲確認を行います。 
    例：「上空よーし！」、「周囲よーし！」 
   ④「３、２、１」のカウントダウンの後スイッチを押し、モデルロケットを発射さ

せます。 
   ⑤ロケットの着地した地点を確認したらセーフティキーをコントローラーから外し、 

静かに発射台へ行き、セーフティキーの安全キャップをかぶせた後、歩いて着地 
した地点まで行きます。 



10 
 

不点火の場合 

 エンジンの点火を失敗した場合は、直ちにセーフティキーを外し、そのまま２分間待ち

ます。その後、発射台に近づき、コードの断線、接触不良、ショート、電池の容量不足、

イグナイターのショート・破損、フローティングなどの原因を調査します。この時、エン

ジンノズルを直接覗き込まないよう注意が必要です。 

 イグナイターを外し、発火部を点検します。もし、燃焼していればフローティングです。

燃焼もせずに、破損もなければ、ショートか断線、接触不良、電池の容量不足などが考え

られます。原因が特定できたらイグナイターを再装着して再打ち上げを行ないます。  

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       安全で楽しい打ち上げをしてください。 
 


